
表2－9 外科内視鏡装置（腹腔鏡等）  

度数   ハ○－セント   

取り扱っていない  212   56．．2   

取り扱っている  165   43．8   

合計  377   100．0   

サ山ビス内容  

度数   ハ○－セント   

情報提供  117   70．9   

24時間のバックアップ体制  23   13．9  

術前・検査準備等の補助   67   40．6  

術中。検査の立ち合い   63   38．2  

術後口検査後の物品補充   68  41．2  

廃棄物処理（血i夜付着物等）  3  1．8  

伝票処理  72  43．6  

関連計測機器の無償貸与   8．5  

関連製品の添付  25 15．2  

製品サンプルの提供  51 30、9  

期限切れ在庫の引取リ  4．8  

院内物…充代行  23 13．9  

バ■コードシール添付  9．1  

院内物品管理費用の負担  6．1  

委託口貸し出し  4  26．1  

貸し出し機器の洗浄  8  4．8  

機器の無償保守点検  7  10．3  

機器の有償保守点検  50 30，3  

その他  5  3．0  

サボⅦ卜は一切していない  22 ‾83，3  

合計  16  100．P  

外科内視鏡装置（腹腔鏡等）は165社（43．8％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行  

っている附帯的サービスとして多いのは、情報提供117社（70．9％）、伝票処理72社（43．6％〉、  

術後っ検査後の物品補充68社（41．2％）、術前0検査準備等の補助67社（40．6％）であった。．  
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表2－10 腹部用ステントヨイル  

度数   ハ0叫セント   

取り扱っていない   274   72．7   

取り扱っている   ‾】03   27．3   

合計   377   100．0   

サ鰯ビス内容  

度数   ハ0－セント   

情報提供   92  89．3   

24時間のバックアップ体制  34  33．0   

術前8検査準備等の補助  51  49．5   

術中D検査の立ち合し＼  Gi5 63．司   

術後口検査後の物品補充  5了  55．3   

廃棄物処理（血液付着物等）  ‾白．0   

伝票処理  60  58．3   

関連計測楼器の無償貸与  6．8   

関連製品の添付  ‖  司り．了   

製品サンプルの提供  35  3礼0   

期限切れ在庫の引取リ  13  頂2．6   

院内物流代行  2J毒  23．3   

バuコードシ脚ル添付  2B  27．2   

院内物品管理費用の負担  1?_ ＝．7   

委託コ貸し出し  52  50．5   

貸し出し機器の洗浄  

機器の無償保守点検  

機器の有償保守点検  

その他  

サボー山卜は叩打切していない  

合計  2 つ 1J 四 て0                                                                             1．9     、     2．9     10，7     0     0．0     6     5．8     3   100．0  
綾部用ステントコイルは103社（27．3％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行ってし  

る附帯的サメビスとして多いのは、情報提供9モ≧社（矧3％）、術中っ検査の立会い65社（63・三ジ；j  

伝票処理60社（58．3％）、術後0検査後の物品補充57社（55．3％）、委託ク貸し出し52社（5り・‡ン；ノ仁  

術前口検査準備等の補助51社（49．5％）であった。  
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表2－11PTAパルンカテーテル  

度数   ハ○－セント   

取り扱っていない   242   64．2   

取り扱っている   135   35．8   

合計   377   100．0   

サービえ内容  

度数   ハ○－セント   

情報提供   118   87．4   

24時間のバックアップ体制   49   36．3   

術前。検査準備等の補助   62   45．9   

術中q検査の立ち合い   72   53．3   

術後口検査後の物品補充   81   60．0   

廃棄物処理（血液付着物等）   0．7   

伝票処理   75   55．6   

関連計測機器の無償貸与   8   5．9   

関連製品の添付   13   9．6   

製品サンプルの提供   47   3軋8   

期限切れ在庫の引取リ   20   1札8   

院内物流代行   28   20，7   

バーコードシ叩ル添付   35   25．9   

院内物品管理費用の負担  14  10．4  

委託b貸し出し  cjg 51．1  

貸し出し機器の洗浄  0．7   

機器の無償保守点検．   現   3．0   

機器の有償保守点検   8   5．9   

その他   0．7   

サポートは岬切していない  7  5．2   

13  5  100．0  

PTAパルンカテーテルは135社（35．8％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行ってし〕  

る附帯的サービスとして多いのは、情報提供118社（87．4％）、術後q検査後の物品補充81社  

（60，0％）、伝票処理75社（55．6％）、術中b検査の立会い了2社（53．3％）、委託ヶ貸し出し69  

社（51．1％）、術前。検査準備等の補助62社（45．9％）であった。  
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表2－12 眼内レンズ  

度数  ハ0－セント   

扱っていない   322   85．4   

扱っている   55   14．6   

L 臼  377  100．0  

トビス内容  

度数   汀」セント 

竜報提供   〈！7  85．5   

と4時間のバックアップ体制  6  10．9   

術前口授査準備等の補助  ‖  30．9   

術中口検査の立ち合し＼   21   38．2   

術後口絵査後の物品補充   34  61．8   

廃棄物処葦里（血液付着物等）  ‾8．8   

伝票処理  封  56．4   

関連計測機器の無償貸与  4  了．3   

関連型品の添付  7  12，7   

製品サンプルの提供  13  23．6   

期限切れ在庫の引取リ  1い  18．2   

院内物流代行  －2  21．8   

バ騨ヨードシmル添付  邑2  2－．8   

院内物品管理費用の負担  5  9．1   

委託口貸し出し  

貸し出し機器の洗浄  

機器の無償保守点検  

機器の有償保守点検  

その他  

サボ一山卜は出切していない  

合計  25 0 √1 ま ＝ 5                                                    45，5     0．0     3．6     20．0     0     0，0     7    12．7     5   100．0  
眼内レンズは55社（14．6％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行ナている附帯的サ  

」一ビスとして多いのは、情報提供∠主7社（85．5％）、術後っ検査後の物品補充34社（61．8％）、伝  

票処理：〕1社（56．4％）、委託っ貸し出し25社（45．5％）であった。  
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表2－13 人工膝関節  

度数   ハD－セント   

取り扱っていない  256  67．9  

取り扱っている  121  32．1  

合計  377  100．0  

サービス内容   

度数   ハ0－セント   

】  情報提供   100   82．6  

24時間のバックアップ体制   24  19．8  

術前口検査準備等の補助  77  63．6  

術中・検査の立ち合い  53  43．8  

術後。検査後の物品補充  70  57，9  

廃棄物処理（血液付着物等）  2  1．7  

伝票処理  77  63．6  

関連計測機器の無償貸与  15  12．4  

関連製品の添付  23  一色9．0  

製品サンプルの提供  24  19．8  

期限切れ在庫の引取り  6  5．0  

院内物流代行  21  17．4  

バ【コードシ岬ル添付  1C3 8．3  

院内物品管理費用の負担  5  4．1  

委託d貸し出し  57  47．1  

貸し出し機器の洗浄  5  4．1  

機器の無償保守点検  9．1  

機器の有償保守点検  21  17．4  

その他  3  2．5  

サボ鵬卜は媚切していない  9  7．4  

合計  j2                                                                                                                              1   100．0  

人工膝関節は121社（32．1％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附帯的サ  

ービスとして多いのは、情報提供100社（82．6％）、術前。検査準備等の補助77社（63．6％）、  

伝票処理77社（63．6％）、術後9検査後の物品補充70社（57，9％）、委託。貸し出し57社（47．1％）、  

術中。検査の立会い53社（43．8％）であった。  
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表2－14 人工股関節  

度数 ハ○－セント   

取り扱っていない   244   64．7   

取り扱っている   133   35，3   

合計   3了7   100．0   

サ即ビス内容  

l  度数 
ハ○ロセント   

情報提供   10／  了8．2   

2射時間のバックアップ体制  2  19．5   

術前口検査準備等の補助  78 58．6   

術中D検査の立ち合し＼  55 4頂．4   

術後口検査後の物品補充  72 5軋1   

廃棄物処理（血液付着物等）  0．8   

伝票処理  8  馴．フ   

貞  関連計測機器の無償貸与  ‾＝．3   

関連製品の添付  22 ‾貞6．5   

製品サンプルの提供  25 1臥8   

期限切れ在庫の引取リ  ・軋5   

院内物流代行  ‾邑6．5   

バ耶ヨ血ドシ劇ル添付  7．5   

院内物品管理費用の負担  lヰ．5   

委託口貸し出し  47．4   

貸し出し機器の洗浄  6  掲．5   

機器の無償保守点検  1  B．3   

機器の有償保守点検  0  15．0   

その他  3  2，3   

サボ一斗はⅦ切していない  9  6．8   

合計  3  100．0  

人工股関節は133社（35．3％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附帯的サ  

ービスとして多いのは、情報提供104社（78．2％）、伝票処理82社（61．7％），術前0検査準備  

等の補助78社（58．6％）、術衡検査後の物品補充72社（54．1％）、委計貸し出し63社（47・4％、j、  

術中。検査の立会い55社（41．4％）であった。  
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表2－15 脊椎固定システム  

度数   ハ○－セント   

取り扱っていない   271   71．9   

取り扱っている   106   28．1   

合計   377   100．0   

サービス内容  

度数   ハ○－セント   

情報提供   93   87，7   

24時間のバックアップ体制   27   25．5   

術前・検査準備等の補助   64   60．4   

術中d検査の立ち合い   5353 50．0   

術後p検査後の物品補充   63  59．4   

廃棄物処理（血液付着物等）  0．9   

伝票処理  63  59．4   

関連計測機器の無償貸与  14  13．2   

関連製品の添付   19  17．9   

製品サンプルの提供  23  21．7   

期限切れ在庫の引取り  6  5．7  

院内物さ充代行  21  19．8  

バーコードシ叩ル添付  10  9．4  

院内物品管理費用の負担  5  軋7  

委託。貸し出し   51  48．j  

貸し出し機器の洗浄  7  6．6   

機器の無償保守点検  ‖  10．4   

機器の有償保守点検  19  17．9   

その他  つ  2．8   

サポートはⅦ切していない  7  6．6   

10  100．0  

脊椎固定システムは106社（28．1％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附  

帯的サービスとして多いのは、情報提供93社（87．7％）、術前。検査準備等の補助64社（60．4％）、．  

術後。検査後の物品補充63社（59．4％）、伝票処理63社（59．4％）、術中。検査の立会い・53社  

（50，0％）、委託。貸し出し51社（48．1％）、であった。  
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表2－16 骨接合用プレ血ト  

度数   ハ○－セント   

没り扱っていない   222   58．9   

殴り扱っている   155   4‾上1   

377   100．0   

サ亡＞ビス内容  

度数   ハD－セント   

高報提供   ほ0  了フ．4   

之4時間のバッウアップ体制  24  15，5   

両前口検査準備等の補助  77  49．7   

術中□検査の立ち合い  名フ  30．3   

術後n検査後の物品補充  8了  56／l   

廃棄物処理（血液付着物等）  り＿6   

伝票処理  8了  56．1   

関連計測機器の無償貸与  す5  9．7   

21 25 8 22 ▲邑4 6 69 口 2 皇 15                                       関連製品の潅付   ■13．5  製品サニ′プルの提供   眉6．1  期限切れ在庫の引取リ   5．2  院内物流代行   14．2  バ馳コ劇ドシⅦル涼イ寸   9．0  院内物品管理費用の負担   3．9  委託D貸し出し   塾4．5  貸し出し機器の洗浄   6     3．9．  機器の無償保守点検   0     6．5  機器の有償保守点検   1    瑠3．5  その他   2     1．3  サボu脚卜は岬切していない   2     7．7  合計   5   100．0  
習接合用プレートは且55社（軋1％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附  

帯的サービスとして多いのは、情報提供120社（77．4％）、術後D検査後の物品補充8‘7社（56・0％）、  

伝票処理87社（56．0％）、術前。検査準備等の補助閂社（姻・F7％）、委託。貸し出し69社（弘5％）  

であった。  
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表2－17 脳外用ステントコイル  

度数   ハ○一セント   

取り扱っていない  289   76＿7   

取り扱っている  88   23．3   

合計  377   100．0   

サービス内容  

度数   ハ0－セント   

情報提供  83   94．3   

24時間のバックアップ体制  47   53，4   

術前b検査準備等の補助  48  5礼5   

術中b検査の立ち合い  55  62．5   

術後q検査後の物品補充  60  68．2  

廃棄物処理（血液付着物等）  1．1  

伝票処理  50  56．8  

関連計測機器の無償貸与  10  ‖．4  

関連製品の添付  9  10．2  

製品サンプルの提供  22  25．0  

期限切れ在庫の引取リ  16  18．2  

院内物流代行  18  20．5  

バーコ岬ドシール添付  20  22．7  

院内物品管理費用の負担  6  6．8  

委託8貸し出し  50  56．8  

貸し出し機器の洗浄  

機器の無償保守点検  7_ 2．3  

機器の有償保守点検  10  ＝．4  

その他  0  0．0  

サボ【1卜は榊切していない  3  3．4  

A÷⊥  
Eコ自l  8  100．0  

脳外用ステントコイルは88社（23．3％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行ってい  

る附帯的サービスとして多いのは、情報提供83社（94．3％）、術後で検査後の物品補充60社  

（68．2％）、術中。検査の立会い55社（62．5％）、伝票処理50社（56，8％）、委託℡貸し出し50  

社（56，8％）、術前。検査準備等の補助48社（54．5％）、24時間のバックアップ体制47社（53．4％）  

であった。  
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表2一一18 CT  

度数 ハ○－セント   

衰り扱っていない   210   55．了   

支り扱っている   167   44．3   

き計   37フ   100．0  

．＿．▼＿．＿＿一   

テ血ゼス内容一  

度数   ハ○－セント   

音報提供   ‾は4  了4．3   

乙4晴間のバックアップ体制  15  9．0   

術前□検査準備等の補助  12  7．2   

術中□検査の立ち合い  10  6．0   

術後口検査後の物品補充  6．6   

廃棄物処理（血液付着物等）  0■6   

伝票処理  56  33．5   

関連計測機器の無償貸与  4  2．4   

関連製品の添付  ＝  6．6   

製品サンプルの提供  5  3．0   

期限切れ在庫の引取リ  0．6   

院内物流代行  2  1．2   

バ÷二匠一ドシ鱈ル添付  2  ‾8．2   

院内物品管理費用の負担  0．6   

委託口貸し出し  3  ▼且．B   

貸し出し機器の洗浄  0  0．0   

機器の無償保守点検  8  4．8   

機器の有償保守点検  69 41．3   

その他  フ  軋2   

サボーヰは血切していない  32 19．2   

j6  100．0  

Cでは167社（44．3％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附帯的サーービス  

として多いのは、情報提供124社（了4．3％）、機器の有償保守点検69社（軋3％）であったっ  
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表2－19 MRE  

度数  ハ○－セント   

取り扱っていない   228   60．5   

取り扱っている   149   39．5   

合計   377   100．0   

サ血ビス内容  

度数   ハ○－セント   

情報提供   114   76．5   

24時間のバックアップ体制   13  8．7   

術前n顔査準備等の補助  9  6．0   

術中□検査の立ち合い  7  4．7   

術後。検査後の物品補充  9  6．0   

廃棄物処理（血液付着物等）  0．7   

伝票処理  47  31．5   

関連計測機器の無償貸与  3  2．0   

関連製品の添付  8  5、4   

製品サンプルの提供  5  3．4   

期限切れ在庫の引取リ  0  0、0   

院内物…充代行  2  1．3   

バーコードシ巾ル添付  0．了   

院内物品管理責用の負担  2  1．3   

委託□貸し出し  
り ・J  2．0   

貸し出し機器の洗浄  0  0．0   

機器の無償保守点検  5  3．4   

機器の有償保守点検  60  40．3   

その他  6  4．0   

サボ柑卜は罰切していなし1  27 18．1  

14                                                                                             9 100．0   

MR互は149社（39．5％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附帯的サービス  

として多いのは、情報提供114社（76．5％）、機器の有償保守点検60社（40．3％）であった。  
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表2－20 内視鏡  

度数i  ハ○－セント   

167   44．3   

210   55．7   

377   100．0  

度数   ハ○－セント   

158  75．2  

‾身9  9．0  

62  29．5  

54  25．了  

63  30．0  

0．5  

了9  3了．6．  

司了  8．‾i  

25  一‖．9  

28  司3．3  

5  2．4  

12  5．7  

6  2．9  

7  3．3  

50  23．8  

-jo 4．8  

28 ‾白3＿3  

83 39．5  

2 21  

取り扱っていなし＼  

取り扱っている  

合計  

サ評ビス内容  

情報提供  

24時間のバックアップ体制  

術前□検査準備等の補助  

術中口授査の立ち合い  

術後u検査後の物品補充  

廃棄物処理（血液付着物等）  

伝票処理  

関連計測機器の無償貸与  

関連製品の添付  

製品サンプルの提供  

期限切れ在言責の引取り  

院内物流代行  

ご、・‥‾・‥ミ ・．ごミ．・ト音i  

院内物品管理費用の負担  

委託□貸し出し  

貸し出し機器の洗浄  

機器の無償保守点検  

機器の有償保守点検  

その他  

サボ岬卜は・・一6】一切していない  

内視鏡は210社（55．′ヲ％）で取り扱っている。取り扱っている業者が行っている附帯的サービ  

スとして多いのは；情報手引共158社（75．2％）であった。  

lr:7 



図1は行われている附帯的サービスの類似性に着目してクラスター分析gを行った結果を示し  

たものである（変数は各サービスの行っている割合、クラスター分析は平方ユークリッド距離に  

よるグループ間連結法を採用した）。  
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国1行われている附帯的サービスの類似性による医療材料一医療機器の検討  

（クラスター分析：平方ユークリッド距離によるグループ間連結法）   

表2－21は図1に対応する順序で医療材料り医療機器ごとの各サービスの提供割合とともに示  

したものである。蓑には附帯的サービスの類似性を主成分分析（無回転）で分析した結果も示し  

た。主成分得点の分布より、主成分1は「院内物流のサポート」、主成分2は「立会いによる補  

助」、主成分3は「24時間バックアップ体制」をそれぞれ代表する成分と判断した。   

以上の2つの分析により、医療機器巨医療材料はその提供されている附帯的サービスの組み合  

わせの特徴から以下のように分類された。  

1）有償保守点検が主体でその他のサービスはあまり提供されていないもの： C甘、  

MR‡  

2）24時間バックアップ体制で、立会い及び物流管理（バーコード添付や伝票作成）を  

含めた院内物流支援サービスが提供されており、さらに期限切れ在庫のリスクの引  

き受けや製品サンプルの提供など、総合的な附帯的サービスが提供されているも  

の：PTCAバルーンカテーテル、冠動脈ステントセット、腹部用ステントコイル、  

PTAパルンカテーテル、人工肺、脳外用ステントコイル  

3）手術が行われる際の立会い（特に術前・検査準備等）とその後の伝票処理と補充が  

中心的なサービスとなっているもの（委託0貸し出しも多い）： 人工膝関節、人  

工股関節、脊椎固定システム、骨接合用プレート  

4） 3）で24時間バックアップ体制と機器の有償保守点検が行われているもの：入  

琶クラスタr分析：クラスター分析とは、異なる性質のもの同士が混ざり合っている集団（対象）  

の中から、互いに似たものを集めて集落（クラスター）を作り、対象を分類しようという方法を  

総称したものであり、数値分類法とも呼ばれる。n個の対象があり、対象と対象との間の類似の  

度合を表わす数値には、距離のように値 
数のように値の大きい方が類似性が高いことを表わす場合がある。このとき、前者を非類似度、．  

後者を類似度と呼ぶ。階層的クラスター分析は、対象間の非類似度を手掛かりにして、樹形図（デ  
ンドログラムトを構成することが目的である。このときの非類似度を測る拒離の基準としては一  

般的にユークリッド平方距離が用いられる。樹形図は、切断する断面によって、小分類、中分類、  

大分類と分けることができる。  
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工心肺装置、自己血回収装置  

5） 3）で24時間バックアップ体制と関連計測機器の無償貸与が行われているもの：  

埋め込み型心臓ペースメーカー  

6） 3）で機器の有償保守点検が行われているもの：自動腹膜還流装置、外科内視鏡  

装置・（腹腔鏡等）、人工透析装置、内視鏡  

7）物流支援が主体だが、24時間バックアップ体制を必要とせず、立会いも少ないもの：  

眼内レンズ  
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のクラスター分析の  

2▲l時間の  捕lけ・1貞  サポート  

7称別   泣付  の鼠旭   浄  ほ  は  清純J屋倶     延  輔車・用  捕縄・†史  崩飛拗処 ほ（血流  ほ票処l望  朋適打瀾 ー、■■－せ＝  畠 一・・・・・・  製品サン フルの旭  購β月切れ 複成の引  院内鞠需  バーコー ドシール  院内物品 管ほ食用  盈iE・芳し  貸し出し 釈翁の洗  武器の無 侃保守∫  徹韓の石 正信守古  その他   は一切し  ゐGl  ねcg  ね¢3    パックノツ   斑鳩毎朝 の痛朗  梵の立ち 合い  蟹ほの物 品摘充  河芸†初 等）   偲貸与  の治M  供  土 取リ  代f‡      出し         ていない   
T   7‘13  90  72  60  66  06  33．5  2．4  6．6  3．0  0，6  1．2  1．2  0．6  1，8  0，0  4」∋  41．3  4．2  19．2  －2．082  －1．284  －0．q19   
ル】RI  

765  87  60  47  60  0．7  31．5  2．0  5，ヰ  3．4  0．0  1．3  0．7  1．3  2，0  0．0  3．4  40．3  4．0  1日．1  －2．043  －1．494  －0．640  
自動服順逆～虫躁置   770  ウ95  295  262  410  00  50月  8．2  16．4  32．8  6．6  18．0  ー11．5  6．6  27、9  1，8  9．8  31．1  1．6  8．2  －0．322  0．048  1．489  
外手斗内視鏡装置（服月空鋳等）   709  139  406  382  412  1．8  43．6  8．5  15．2  30．9  4．8  13．9  9．1  6．1  26．1  4．8  10．3  30．3  3．0  13．3  －0．705  0．948  0．169  
人エ、秀研げ置   786  282  214  15∠l  27（l  0．9  叫．4  4．3  14．5  34．2  9．4  15．4  6．8  4．3  17．1  1．7  12．0  40．2  3．4  9．4  －0．858  －0．144  1．392   
内視鏡   752  90  295  257  300  0．5  37．6  8．1  11．9  13．3  2．4  5．7  2．9  3．3  23．8  4．8  13．3  39．5  3、3  11．9  －1，255  0．646  1．142   
PTCAバルーンカテーテル   861  500  486  5J‡9  674  00  5∠卜2  ■118  9．0  49．3  21．5  27．8  31，9  12．5  60．4  2．1  8．3  16．0  0．0  4．2  1．267  －0．671  1．646   
冠動脈ステントセIl卜   900  545  536  582  718  0－0  53．6  ‘118  8．2  47．3  20．0  29．1  34．5  17．3  62．7  0．9  5．5  15．5  0．0  1．8  1．551  →1．100  1．385  
服部用ス‾ントコイル   893  330  →95  631  553  10  5乱3  68  10．7  34．0  12．6  23．3  27．2  11．7  ・50－5  1．9  2．9  10．7  0．0  5．8  0．909  －0．570  －0月26   
PTAパルンカテーテル   87Jl  363  459  53．3  60．0  07  55，6  5．9  9．6  348  14．8  20．7  25．9  10．4  51．1  0．7  3．0  5．9  0．7  5，2  0．802  －0．876  －0．591   
人工肺   888  月83  Jて 6  472  596  阿  58．4  56  13，5  27．0  7．9  24．7  34月  11．2  50．6  1．■l  4、5  19．1  0．0  5．6  0．792  －0．605  －0．546   
月■′外用ステント・コイル   943  534  5上15  625  682  トーl  56．8  ＝．4  10．2  25、○  18．2  20，5  22．7  6．8  56．8  1．1  2．3  11．4  0．0  3．q  1．099  －0．482  －1．102   
＼エ膝関節   826  198  636  43日  57．9  7．7  63．8  12．4  19．0  19．8  5．0  17．4  8．3  4．1  47．1  4．1  9．■l  ■17．4  2．5  7．4  0．113  1．807  －1．049   
人工月八開節   782  195  586  41Jl  541  0．8  61．了  1ト3  16．5  18，日  Jl．5  16．5  7．5  4．5  47．4  4．5  8、3  15．0  2．3  6．8  0．009  1．4了3  －0．393  
脊椎直｛システム   877  255  604  500  59il  09  59．4  13．2  17．9  21．7  5，7  19，8  9．4  4．7  48．1  6．6  10．4  17．9  2．8  6．6  0．252  1．891  0．016  
骨接合用プレート   77上l  155  q97  303  561  0．6  56．一】  9．7  13．5  16．1  5．2  1ヰ．2  9．0  3．9  44．5  3．9  6．5  13．5  1．3  7．7  －0．150  0．805  －0．589   
眼内レンス   855  109  309  382  el日  1．8  56．4  丁3  12．7  23．6  18．2  21．8  21．8  9．1  45．5  0．0  3．6  20．0  0．0  12．7  0．294  －0．720  －1．774   

・・≡・   8¢8  505  ‘15■1  53」〕  538  叩  45．－l  8．8  13．2  25．3  8．8  20．9  20．9  8．8  35．2  2．2  ■！1．0  38．5  ト1  7．7  0．223  －0．045  0．B99   
自己血回収装置   829  31∠1  司10  457  562  ■仁9  50．5  5．7  8．6  17．■l  57  20，○  18．†  7．6  30，5  ト9  10．5  33．3  1．0  6．7  －0．052  －0．115  －0．439  
増め込み聖心臓ベースメーカー   814  490  」3．4  53月  41．4  0．7  60．7  20．7  9．7  12．q  4．8  13．8  14．5  5．5  23．4  0．7  11．7  10．3  0．7  7．6  0．156  0．487  0．251   

f∂Cl主成分分析の結果抽出された主成分 r院内半勿涜のワポート」に問題した成分と判定  

こよる補助」に関  出された  
ソブ体制」に戸  出された主成分  主成分分析の  

Ⅵr ■「T「nニ’，－  
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ビスを提供することも含まれて  

いると解釈できることから、法  

的には問題はないのかもしれな  

い。しかしながら、患者の個人   

情報を知りうる臨床の現場で第  

三者がサービスを提供している  

ことには倫理的な問題があり、  

また個人情報保護法との関連か  

ら問題となりうる。この間題を  

解決するためには、器械出しを  

行える病院側のスタッフ（手術  

室看護師や臨床工学技士）の配  

置を公的保険制度の枠組みで保  

証する等の対策が必要であろう。  

（さ 術後。検査後の物品補充、期限  

切れ在庫の引取り：前述のよう  

に医療機関が在庫の圧縮を強化  

しているために、小口多頻度配  

送が行われている。また、物品  

管理についても、使われた時点  

で医療機関側の所有となるとい  

う仕組み、すなわち病院内に設  

置された業者の棚にある問は業  

者の在庫といった管理方式や  

SPむ業務の委託が広く行われ  

ている。このために期限切れ在  

庫によるコストも業者側の負担  

となることが多い。また、一部  

の施設ではいったん購入された  

医療材料についても、期限切れ  

後に業者が引き取ることが暗黙  

のルー【ルとなっており、契約慣  

行の見直しが必要となっている。  

④ 伝票処理二 上述のように院内  

にある崩料が使われた時点で、  

施設側のものになるという仕組  

みをとっている場合、伝票処理  

も業者の負担で行うことになる。  

しかしながら、伝票や帳簿類の  

標準化が行われていないために、  

乳 ヒアt」ング調査の結果   

（1）   医療材料卸事業者  

医療材料卸事業者のヒアリングの結果、  

以‾Fのような問題点が明らかとなった。  

（∋ 24時間のバックアップ体制：  

近年、医療機関側では極力在庫  

を持たないようにする管理が行  

われるようになってきているが、  

このことは、医療材料卸業者に  

小口多頻度配送を行わせる形と  

なっている。そして、夜間や祝  

祭日の緊急時の在庫切れなどに  

対応するために、担当者が2∠皇  

時間のバックアップ体制を行う  

ことも要求されており、コスト  

面のみならず労務管理上も業者  

側の負担となっている。  

② 術前0検査準備等の補助。術中け  

検査の立ち合い：循環器系の医  

療材料の場合、業者として製品  

に関する臨床的な情報を得るこ  

とが、材料の改善。開発のため  

に重要であり、その必要性は積  

極的に評価されていた。また、  

整形外科領域の医療材料り機械  

については、手術時の機械及び  

材料の選択に専門的知識が必要  

であり、現場の看護師等のスタ  

ッフのみでは対応が困難であり、  

専門的知識を待った業者の立会  

いが不可欠となっている実態が  

ある。．しかしながら、年間症例  

数の少ない施設で、半ばスタッ  

フ代わりとして業者が立会いに  

関与している例もあるとのこと  

であった1．医療機関と卸業者及  

び医療機器メーカーへとの取引契  

約の中に、当該医療材料や医療  

機器の適iEな使用を補助する観  

点から．立会い等の専門的サー  

封   



ける委託¢貸し出しであるなら  

ば、その導入を前提として施設   

側。メーカー側にも臨床的有効   

性や課題を検証するための仕組  

みとして有用であろう。しかし  

ながら、実際には、期間設定な  

どがあいまいな例が少なくなく、  

事実上、施設側が無償で使用L  

続けるという不適切な実態も一  

部で生じている。貸し出しにつ  

いては平成13年8月に医療用  

具公正取引協議会において「医  

療用具の貸し出しに関する業界  

基準」が策定され、その普及に  

努めていることから、業者にお  

いてはその遵守の徹底、そして  

取引先医療機関においてもその  

趣旨のさらなる理解が必要であ  

ると考えられる。  

医療廃棄物処理事業者  

「廃棄物の処痩及び清掃に関する法律  

その処理が煩雑なものになって  

いる。  

（9 院内物流代行。バーコードシー  

ル添付。院内物品管理費用の負  

担：多くの医療機関は医療材  

料に関してそれぞれ独自のコー  

ドを使用している現状があり、  

そのために卸業者が UCC／  

EAN128／JANhなどの標準的な  

コードに加えて、各顧客施設の  

バーコードシールを作成し、そ  

れを添付している。こられにつ  

いては、国レベルで医療材料の  

コードの統一が示されているに  

もかかわらず、医療機関側にお  

いてその標準化がはとんど行わ  

れてこなかったことの結果であ  

り、そのコストを流通業者が負  

担する形となっている。医療費  

の適正化が議論されている今日、  

医療材料のみならず医薬品も含  

めて、その適正な価格設定及び  

適正使用を推進するためには標  

準コードの使用が必要であり、  

各施設の物流システムもそれを  

採用する必要がある。医療サー  

ビス提供体制全体として標準化  

に積極的に取り組む必要がある。  

（参 委託。賃し出し：外科用内視  

鏡装置などの高額医療機器を中  

心に、機器の委託。・貸し出しが  

行われている。適正な期間にお  

（2）  

（昭和45年法律第137号。以下法とい  

う）」は第1条で「すべての廃棄物は法  

に基づいて適正に処理しなければならな  

い」としており廃棄物の排出事業者であ  

る医療関係機関等は、「医療行為によって  

生じた廃棄物を自らの責任において適正  

に処理（法第3条）」する責務を有して  

いる。廃棄物は一般廃棄物と産業廃棄物  

に区分される。産業廃棄物は法で6種類、  

令で14種類定められており、医療機関  

等からは血液（廃アルカリ又は汚泥）、注  

射針（金属くず）、レントゲン定着液（廃  

酸）等が発生する。一般廃棄物は、産業  

廃棄物以外の廃棄物であり、医療関係機  

関等からは祇くず、包帯、脱脂綿等が発  

生する。   

医療機関等から発生する廃棄物の特徴  

として、人が感染したり、または感染の  

おそれのある病原体が含まれもしくは付  

h UCCは米国コードセンター（Uni董brm  
CodeColユnCil）、EANは国際的な標準化機関  

であるEAN協会（EuropeanArticle  
NumberingAssociationInternational）の略  
称、JANはJpaneseArticleNumberの略で  

EANの日本国内対応版。UCC偲AN128／JAN  
コードは企業間物流管理システムのための共  

通コードとして開発∵吊Ij定されたバーコード  

シンボル。  
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プラスチックは再生容器として利用す  

る再資源化のシステムを構築している。  

このうちRDFについては、この施設  

で作成するものは祇、識薙が中心であ  

るために、腐敗性、禁水性、発酵性な  

どはなく、従って最近RDFをめぐっ  

て起きている爆発などの危険性はない。  

なお、受け入れている廃棄物は固形物  

のみで、廃アルカリや廃酸などの液状  

の廃棄物あるいは臓器などは受け入れ  

ていない。なお、同施設の処理能力は  

1日25▼己であるが、現在は15tで稼動  

している。なお、滅菌の状況について  

は、生物指標によって確認されており、  

その頻度は50時間に一回となってい  

る。   

着している廃棄物またはこれらのおそれ  

のある廃棄物、いわゆる「感染性廃棄物」  

が含まれていることがある。法において  

感染性廃棄物は「特別管理産業廃棄物」  

と位置づけられ、収集運搬。処分に関し  

ては、産業廃棄物より厳しい基準が設け  

られている。当初、医療廃棄物は、産業  

廃棄物として処理されていたが、大学病  

院における感染事故による死亡例の発生  

を受けて、厚生省（当時）は「医療廃棄  

物処理ガイドライン（1989年）」を策定  

し、ついで1992年「廃棄物の処理及び  

清掃に関する法律」を改正して医療廃棄  

物の管理を強化した。さらに、2000年  

には「医療廃棄物処理マニュアル」が作  

成され、医療関係機関が感染性廃棄物を  

処理する際の注意事項が文書化されたが、  

同マニュアルでは感染性の判断基準があ  

いまいであるとの批判があった。そこで  

2004年3月にその改訂版が出され、感  

染性廃棄物の判断基準、非感染性廃棄物  

の表示、マニフェスト制度の見直し、排  

出者責任の徹底などが強化されている。   

しかしながら、医療廃棄物の適正処理に   

関しては種々の解決課題が山積している。   

本節では福岡県内の－一廃棄物処理業者及   

び複数の医療機関のヒアリング結果に基   

づいて、それらの課題について考察する。  

② 医療魔棄物処理に関する各工程に  

おける問題  

i， 排出事業者   

廃棄物の排出事業者である医療機関は、   

それを適正に処理する責務があり、原   

則として医療校閲内において滅菌、焼   

却等の処理を行うことが求められてい   

る。しかしながら、焼却施設について   

は別途排出ダイオキシン濃度などの厳   

しい規制があり、要求される焼却炉を   

保有することは非常にコストがかかる   

ため、外部の廃棄物処理業者に委託す   

るのが一般的になっている。この際、   

業者が提出した許可証の写し等により、   

業の区分、取扱うことのできる廃棄物   

の種類、処理施設の種類及び能力など   

を確認しなけれはならない。滅菌等に   

ついてもオート クレ」一ブ等により行う   

ことが求められているが、廃棄物のオ   

ートクレーブ処理の基準のあいまし1さ  

①ヒアリングを行った処理業者の概要   

ヒアリングを行った廃棄物処理施設  

施設では九州ひ中匹個地方を中心に医  

療機関から、自社及び県の許可を受け  

た産業廃棄物収集運搬業者が回収した  

医療廃棄物を受け入れ、それを破砕後  

高周波滅菌技術により滅菌した後、素  

材分別を行い、繊維などは固形燃料  

RDFi、金属。ガラスはセメントの原料、  

Fu el可燃ごみを、乾燥。圧縮。成形した  

もの   RDF二 R e 葺＝ u s；e仁 D e：riv∈ゝd  

3：〕  




